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ブラインド等のひもで
低酸素状態に　
危険性を十分に
認識して！
事 例

ブラインドのひもに首が引っかかり、

足が浮いた状態の子どもを保護者

が発見した。ひもは高い位置で結んで

いたが、椅子にのぼってひもを手に

取り、首に引っかかり落ちてしまった

と思われる。子どもは低酸素状態と

なり、病院に行ったが幸い治療には

至らずに済んだ。　（当事者：2歳）

ひ と こ と ア ド バ イ ス

●家庭用室内ブラインドにはJIS規格

が制定されています。JISは「一定の

荷重によって、子どものけい（頸）部

への荷重が解放される機能をもつ」

「子どもの頭部が挿入可能なループ

を形成しない「取」 り外せる仕組みが

あるコードで、取り外しても室内ブラ

インドとしての機能が損なわれること

がない」などのうち、少なくともどれか

1つを満たすよう規定しています。

●これからブラインド等を購入する際

は、子どもの手が届く高さにひもの

ない商品や、一定の重さが掛かると

ひものつなぎ目が外れる機能のある

商品など、安全対策の施された商品

を選びましょう。また、ひもで 操作

しないタイプの商品も検討しましょう。

●ひものある商品を使用している場合

は、子どもの手が届かない高さにひも

をまとめ、クリップ等で留めましょう。

●ベッドやソファに乗って、ひもに近づか

ないように、家具類の配置にも気を

つけましょう。
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